




第68回 全国公立学校教頭会研究大会
札幌大会

全国公立学校教頭会研究部

提言執筆説明会

～ 研 究 の 趣 旨 説 明 ～



研究の基本方針

学校教育の課題の解決に努める

副校長・教頭の職務内容や職務機能
を追求する

研究成果を政策提言活動（要請活動）
に生かす



未来を切り拓く力を育む
魅力ある学校づくり

第 1４ 期全国統一研究主題（令和８～１０年度）

主題に迫る視点

「持続可能な社会の創り手の育成」

「ウェルビーイングの向上」



研究の重点

未来を切り拓く力

〇個性を発揮し、自信をもって自らの未来を、自らの手で切り拓く力

〇様々な困難な課題に自ら考え、判断し、積極的に対応する力

〇人との絆を重視、他者との協働による問題解決、価値創造

魅力ある学校づくり

〇「よりよい学校を通して、よりよい社会を創る」という理念 (学習指導要領前文)

〇子ども、保護者、地域住民の方々、職員にとって

「魅力ある開かれた学校づくり」



第１課題：教育課程に関する課題

第２課題：子供の発達に関する課題

第３課題：教育環境整備に関する課題

第４課題：組織・運営に関する課題

第５課題：教職員の専門性に関する課題

第６課題：副校長・教頭の職務内容や職務機能
に迫る課題（全公教 総務・調査部）

全国共通研究課題



未来を切り拓く力を育む
魅力ある学校づくり

☆主題に迫る視点
「持続可能な社会の創り手の育成」
「ウェルビーイングの向上」

第 1４期全国統一研究主題

研究主題と全国共通研究課題



３つの「C」に焦点化した実践的研究

ontinuity

継続性

問題解決型の研究

の継続的推進

ollaboration

協働性

開かれた関係におけ
る組織的かつ協働
的研究の推進

ommitment

関与性

副校長・教頭としての

役割・関わり方



単位教頭会・副校長会組織として、
どのように取り組んでいるか

継続性・協働性

研究の方向性（茨城大会の実践を振り返って）

副校長・教頭が日々実践していることを基にして

関与性

勤務校での得た成果や課題をど
のように単位教頭会・副校長会組
織に反映させたか



〇第１期：調査と環境整備

継続性

研究の方向性（茨城大会の実践を振り返って）

〇第４期：日常的な連携・協働、
教育課程の評価と見直し

〇第３期：試行・日常的な連携・協働、
教育課程への位置づけ

〇第２期：試行・情報共有
第１A分科会「鹿児島県」

P２２



〇小・中と高校との連携

協働性

研究の方向性（茨城大会の実践を振り返って）

〇校長会と連携した研修会の開催

〇小・中と大学との連携

〇小・中と特別支援学校との連携

第１B分科会「北海道」
P２７

第５分科会「島根県」
P４２



〇副校長としての関わり

関与性

研究の方向性（茨城大会の実践を振り返って）

〇「鍛え、磨き、育む力」をどのように関連付けて
指導するかの明確化

〇教頭の関わり方
（一緒になって悩むサーバンドシップへの変化）

第３分科会「東京都」
P３７

第４分科会「大阪府」
P３９

第１B分科会「茨城県」
P２８



３Cの視点から「成果と課題」

研究の方向性（茨城大会の実践を振り返って）

第１B分科会「北海道」
P２７「継続性」

幼保中高養と良好な関係を築き、教育課程への位置づけが
持続可能な取り組みである。

「協働性」
小中合同の取組が次年度以降も展開されることで連携がよ
り一層深まる。

「関与性」
教頭が窓口となり、校種間連携・地域内連携が図られている。



過去の分科会（高知大会・石川大会）※参考

全公教HP TOP

一番下までスク
ロール

ユーザー名 なし

PW：zen4868



第68回 全国公立学校教頭会研究大会

全国公立学校教頭会研究部

「夢と志をもち
未来をしなやかに歩み続ける力を育む

活力ある学校づくりの推進」

札幌大会サブテーマ

みなさんの提言発表をもとに
実り多き大会を目指していきましょう
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